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生活衛生
いしかわ

今
年
度
、
当
組
合
役
員
改
選
に
よ
り
、
北
川
實
前
理
事
長
の
後
任
と
し

て
石
川
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

鍋
島
盛
雄
と
申
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問
題
で
当
組
合

を
含
む
各
種
団
体
、
各
組
合
の
加
盟
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
上
に
経
営
難
が
続
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
同
業
の
方
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、
閉
店
さ
れ
て
行
か
れ
る
今
、

自
店
を
維
持
・
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
国
、
県
及
び
市
町
、
並
び
に

石
川
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
、
各
種
団
体
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
邁
進
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
生
衛
組
合
加
盟
店
の
皆
様
に
は
、
持
続
化
給
付
金
を
は
じ
め
、
雇
用

調
整
助
成
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
な
ど
、
各
種
申
請
手
続
き
に
翻
弄
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
問

題
で
経
営
環
境
の
整
備
、
設
備
投
資
、
販
路
開
拓
、
資
金
繰
り
な
ど
様
々

な
悩
み
を
抱
え
、
各
々
が
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
新
し
い

生
活
様
式
の
な
か
、
コ
ロ
ナ
を
出
さ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
を
合
言
葉
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
対
策
に
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
、
衛
生
面
、
消

毒
、
換
気
に
業
界
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
当
組
合
で
は
、
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
多
く

の
施
策
に
関
す
る
情
報
等
を
迅
速
に
加
盟
店
に
届
け
る
た
め
、
各
支
部
の

連
絡
網
の
構
築
を
急
ぎ
確
立
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
遂
行

す
る
た
め
、
理
事
、
支
部
長
は
じ
め
、
加
盟
店
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
ご
苦
労
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
趣
旨
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

石
川
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

�

理
事
長　

鍋
　
島
　
盛
　
雄
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▪ 「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　
へ
の
出
席

　

八
月
七
日
、
県
内
の
生
活
衛
生
関
係

業
界
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
今
後
と
も
徹

底
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
「
キ
ッ
ク
オ

フ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
、
石
川
県
庁
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
か
ら
吉
田
理
事
長
が
代
表
と

し
て
出
席
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
対
策

の
実
践
の
促
進
や
感
染
予
防
に
生
衛
業

界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

谷
本
石
川
県
知
事
に
誓
い
ま
し
た
。

 

▪ 
消
費
者
苦
情
相
談
対
応
連
絡

　
会
の
開
催

　

九
月
七
日
、
消
費
者
苦
情
相
談
対
応

連
絡
会
を
石
川
県
庁
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
例
年
よ
り
三

か
月
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
連
絡
会
は
、
県
、
保
健
所
、
消
費

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
関
係
生
衛
組

合
代
表
者
が
集
い
、
消
費
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
苦
情
相
談
の
分
析
、
情
報
の
共

有
化
を
図
る
も
の
で
す
。
意
見
交
換
で

は
、
組
合
員
以
外
の
生
衛
業
者
へ
の
連

絡
・
指
導
方
法
な
ど
の
課
題
の
ほ
か
、

行
政
側
と
の
連
携
・
協
力
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　永年にわたり生衛組合の組織の強化と業界発展のために顕著な功績を挙げられたこと

が認められ、令和２年度生活衛生功労者として、次の方々が栄えある表彰を受賞されま

した。

　表彰式は、10月23日に東京のホテルニューオータニで挙行されました。

✿厚生労働大臣表彰

　　鮨　　　商　西 川　正 次（金沢市）　　　飲　食　業　梶　　 吉 久（小松市）

✿（一社）全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰

　　鮨　　　商　刀 祢 　　修（七尾市）　　　飲　食　業　有 川　義 雄（小松市）

　　公衆浴場業　村 上　憲 明（金沢市）

栄えあるご受賞おめでとうございます
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▪ 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修
の
開
催

　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
や
確
か
な
技
術
で
信

頼
さ
れ
る
お
店
に
な
る
た
め
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
法
で
三
年
に
一
回
の
受
講
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

師
研
修
会
を
、
十
月
四
日
、
県
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
薬
事
衛
生
課
の
北
川
翔
梧
技
師
か

ら
「
衛
生
法
規
及
び
公
衆
衛
生
」
に
つ

い
て
、
大
阪
府
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
研
究
所

の
桑
野
富
夫
所
長
か
ら
「
洗
た
く
物
の

受
け
取
り
、
保
管
及
び
引
き
渡
し
」
な

ど
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
十
三
名
が
受
講
さ
れ
、
受
講
者
に

は
終
了
後
、
手
井
博
史
専
務
理
事
か
ら

修
了
証
書
及
び
研
修
受
講
済
み
ス
テ
ッ

カ
ー
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

▪ 

衛
生
水
準
の
確
保
・
向
上
事

　
業
推
進
会
議
の
開
催

　

十
月
十
三
日
、
し
い
の
き
迎
賓
館
に

お
い
て
、
令
和
二
年
度
第
一
回
衛
生
水

準
の
確
保
・
向
上
事
業
推
進
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

県
薬
事
衛
生
課
や
県
保
健
所
、
金
沢

市
保
健
所
に
加
え
て
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
金
沢
支
店
に
も
出
席
い
た
だ
き
、

「
十
一
月
の
生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動

推
進
月
間
」
に
向
け
た
事
業
行
動
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
組
合
の
事
業
行
動
計
画
で
は
、
生

衛
法
の
意
義
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
の

ほ
か
、
新
規
組
合
加
入
者
の
増
加
を
図

る
た
め
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▪ 

指
導
セ
ン
タ
ー
第
三
回
理
事

　
会
の
開
催

　

十
月
十
三
日
、
か
な
ざ
わ
石
亭
に
お

い
て
、
令
和
二
年
度
収
支
予
算
補
正
、

上
半
期
の
事
業
報
告
な
ど
の
事
項
に
つ

い
て
、
審
議
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
議

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
審
議
事
項
）

一　

令
和
二
年
度
収
支
予
算
の
補
正

二　

令
和
二
年
度
上
半
期
の
事
業
報
告

三　

評
議
員
候
補
者
の
選
任

四　

理
事
候
補
者
の
選
任

五�　

令
和
二
年
度
評
議
員
会
（
臨
時
）

の
開
催

　

▪ 

指
導
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会
決

　
議
の
省
略
に
つ
い
て

　

先
の
第
三
回
理
事
会
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
鑑
み
、
決
議
の
省

略
に
よ
る
方
法
で
評
議
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
の
議
決
承
認
を
受
け
、
書
面
に

よ
る
評
議
員
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
評
議
員
に
福
永
佳
正

氏
、
理
事
に
鍋
島
盛
雄
氏
（
以
上
飲
食

業
生
衛
組
合
）
が
十
月
二
十
日
付
け
で

新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。



令和２年11月  第97号（4） 生 活 衛 生 い し か わ

旅
館
ホ
テ
ル
組
合

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
徹
底
宣
言
に
つ
い
て

石
川
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
・
事
務
局
長　

北
口
　
博
一

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

策
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る

「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
八
月

七
日
、
石
川
県
庁
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

石
川
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

の
吉
田
勝
昭
理
事
長
、
石
川
県
飲
食
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
の
鍋
島
盛
雄
理
事

長
と
と
も
に
旅
館
ホ
テ
ル
か
ら
多
田
計

介
理
事
長
も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
感
染
予
防
に
全
力
を
挙
げ
る

こ
と
を
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
に
誓
い

ま
し
た
。

　

各
旅
館
ホ
テ
ル
で
は
、
業
界
の
感
染

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
践
す
る

取
組
を
具
体
的
に
記
載
し
、
そ
れ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
取
組
宣
言
書
」
を
ご
宿
泊
者
が

確
認
で
き
る
場
所
（
フ
ロ
ン
ト
、
玄
関

前
な
ど
）
に
掲
示
し
て
、
し
っ
か
り
感

染
防
止
対
策
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
を

「
見
え
る
化
」
し
て
い
ま
す
。

公
衆
浴
場
業
組
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

�

負
け
な
い
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

副
理
事
長　

清
水
　
伸
一

　

こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
経
緯
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
続
き
、
石

川
県
か
ら
も
本
年
四
月
十
三
日
に
同
宣

言
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
特
に
生
活
衛
生

関
係
業
界
に
と
っ
て
は
大
き
な
影
響
を

受
け
る
事
態
と
な
り
、
そ
の
後
、
県
か

ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
「
基
本

的
に
休
止
を
要
請
す
る
施
設
」
の
公
表

も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
衆
浴
場
業
は
、
社
会
生
活
を
維
持

す
る
上
で
必
要
な
施
設
と
さ
れ
、
休
業

要
請
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
う
し
た
全
国
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の

最
中
、
私
た
ち
公
衆
浴
場
業
の
組
合
員

は
、
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
高
め
る
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ク
リ
ー
ニ
ン
グ
組
合

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

石
川
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

太
田
　
文
雄

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
も
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
我
々
生

活
衛
生
業
者
に
と
っ
て
今
ま
で
無
か
っ

た
こ
と
ば
か
り
の
事
柄
で
毎
日
対
応
に

追
わ
れ
、
業
種
に
よ
っ
て
は
お
仕
事
が

ま
と
も
に
で
き
な
い
事
態
と
な
っ
て
い

た
め
、
感
染
防
止
・
予
防
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
へ
の
お
願
い
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
手
指
消
毒
器
や
フ
ロ
ン
ト
で

の
飛
沫
感
染
防
止
用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

の
設
置
、
施
設
内
の
消
毒
、
室
内
空
気

清
浄
機
の
購
入
、
雑
誌
や
新
聞
の
撤
去
、

さ
ら
に
は
営
業
時
間
の
短
縮
な
ど
、
各

浴
場
施
設
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

専
門
家
会
議
」
で
は
、
去
る
五
月
四
日

の
提
言
で
、「
今
後
、
感
染
拡
大
の
予

防
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
事
業
者
ご
と
の
具
体
的
な

感
染
予
防
を
検
討
し
、
現
場
に
て
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
た
い
」
と
示
さ
れ
、
ま
た
政
府

対
策
本
部
か
ら
は
、「
各
業
種
別
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
の
自
主

的
な
感
染
防
止
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
業
種
と
同
様
、
全
国
浴
場
組
合

で
は
、『
浴
場
業
（
公
衆
浴
場
）
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

公
衆
浴
場
業
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、

各
店
舗
に
お
い
て
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
実
践
の
徹
底
を
基
本
と
し
つ

つ
、
地
域
や
店
舗
の
実
情
に
応
じ
た
対

策
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
持
続
的

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

我
が
店
舗
で
も
、「
石
川
県
感
染
拡

大
防
止
対
策
支
援
金
」
の
交
付
を
受
け

て
、
空
気
清
浄
機
３
台
・
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
・
自
動
手
指
消
毒
器
２
台
を
購

入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
業
時
間
の

三
十
分
短
縮
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い

る
な
ど
、
深
秋
を
迎
え
た
今
も
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

て
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
中
（
エ
ア

ロ
ゾ
ル
）
で
は
三
時
間
残
存
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
対
策
と
し

て
三
つ
の
密
「
換
気
の
悪
い
密
閉
空

間
」「
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
」「
間

近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
」

を
避
け
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
予
防
の
対
策
を
し

て
い
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
取
り
組
み
と
し

て
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
洗

浄
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
飛
沫
感
染
を

防
ぐ
た
め
出
入
口
・
窓
を
開
放
し
て
の

換
気
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
シ
ー
ト
・
ア

ク
リ
ル
板
等
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
入

店
さ
れ
る
人
数
の
制
限
等
々
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
対
策
に
は
こ
れ

で
い
い
と
い
う
言
葉
は
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
季
節
が
変
わ
っ
て
く
る
と
、

対
応
に
も
変
化
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
立
場
か
ら
最

新
の
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
し
っ
か

り
対
策
を
し
て
感
染
症
と
向
か
い
合
わ

ね
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
思
っ
て
い
ま

す
。

▲  空気清浄機

自動手指消毒器 

▲



令和２年11月  第97号（6） 生 活 衛 生 い し か わ

　当指導センターでは、「生活衛生関係営業経営支援緊急対策事業」を実施しており、生衛
業を営まれる皆様へ、下記のチラシ（現物はＡ４版）を各組合等へ配付しご案内しています。
　なお、本チラシの裏面は、ＦＡＸ送信用紙となっていますので、ぜひご利用ください！

支店名　金沢支店　　　　　　　　　　　  小松支店
住　所　金沢市南町6-1（朝日生命金沢ビル） 小松市園町ニ-1（小松商工会議所ビル)

電　話　076-263-7192　　　　　　　　　　　0761-21-9101



（7）第97号  令和２年11月 生 活 衛 生 い し か わ

石川県内の事業者の皆様へ

新型コロナ対策取組宣言
お店が取り組む感染予防対策を分かりやすく掲示して、
お客様が安心して利用できる環境を広げていきませんか？

宣言の流れ

詳しくは、以下のサイトでご確認ください。

「新型コロナ対策取組宣言」とは

店舗や施設等において、感染予防対策に取り組んでいることを事業者自ら
が宣言するものです。専用サイトの宣言書作成フォームに感染予防対策の
取組内容等を入力すると、取組内容が書かれた「宣言書」と「ステッ
カー」をダウンロードすることができます。店舗や施設等に掲示していた
だくことで、来訪された方に、事業者の行っている感染予防対策を県内で
統一されたフォーマットで分かりやすくお知らせすることができます。

専用サイトにある「宣言書作成フォーム」
に必要な情報を入力します。ＳＴＥＰ１

入力

ＳＴＥＰ２

印刷

ＳＴＥＰ３

掲示

ＳＴＥＰ４

改善

入力完了後、「宣言書」と「ステッカー」が
表示されますので、印刷します。

新型コロナ対策取組宣言
専用サイト https://ishikawa-act-against-covid19.jp

希望者には、ステッカー（シール）を１店舗につき１枚配付
しています。最寄りの商工会議所や商工会等の推進組織で、
お受け取りください。
※受取の際には、宣言書作成後に自動送信される受付完了メールが必要です。

店舗や施設等の目立つ場所に、宣言書等を掲示
します。

アンケート等を通じ、来訪者の声等を聞きながら、
感染予防対策の取組を改善します。

ハッシュタグをつけて、掲示した宣言書や取組状況の写真をＳＮＳで投稿してください。
安心して利用できる環境を皆さんで広げていきましょう！＃石川コロナ対策取組宣言

石川県、石川県商工会議所連合会、石川県商工会連合会、石川県中小企業団体中央会、
（公財）石川県産業創出支援機構、（一社）金沢経済同友会、（一社）石川県経営者協会

宣言書

ステッカー

石川県 コロナ対策取組宣言

※インターネット環境がないなど、専用サイトでの手続きができない場合は、最寄りの推進組織にご相談ください。

推進組織
（問い合わせ先）【新型コロナ対策取組宣言デスク】

： 平日９時 時 ：



組合に加入すると、次のようないろいろなメリットがあります。組合に加入すると、次のようないろいろなメリットがあります。

❶　日本政策金融公庫で有利な金利・返済期間・借入金額

　での融資や無担保、無保証人などの貸付制度が利用でき

　ます。

❷　融資、経営、税務、労務、衛生等の経営相談が受けら

　れます。

❸　研修会、講習会に参加して広く知識の習得ができます。

❹　各種の業界情報が、迅速に入手できます。

❺　組合の取り扱う各種共済や保険制度に加入し、万一に

　そなえることができます。

❻　カラオケを使用しているお店では、使用料金の割引が受けられます。

❼　組合が実施する事業や行事に参加できます。

❽　県内の組合や行政、他団体、組織との人的ネットワークづくりができ、

経営に生かすことができます。

❾　各種の表彰制度（知事、大臣等）が受けられ、社会的な信用もアップ

します。

組合の組織強化と業界発展のため、組合加入を呼びかけましょう

生活衛生同業組合
への加入を

呼びかけましょう

加入のメリット

この広報紙は、生衛組合員の皆さんのための機関紙であり、消費者や生衛業の皆さんへの広報紙
でもあります。各組合の皆さん方からの随想やいろいろな話題を提供してください。なお、既刊の

「生活衛生いしかわ」は指導センターホームページで見ることができます。

石川県生活衛生営業指導センター　　 ホームページ   URL  https://www.seiei.or.jp/ishikawa/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ メ ー ル   E-mail  ishikawacenter@seiei.or.jp

お　願　い

表紙写真
説 明

　本年７月18日に完成した鼠
多門・鼠多門橋は、金沢城の西側に位置し、玉泉
院丸（現在の玉泉院丸庭園）と金谷出丸（現在の
尾山神社）を結ぶ出入り口として使われていた、
石垣の間に設けられた大扉の上に櫓が作られる櫓
門形式の城門と、水堀にかかる城内最大規模の木
橋であり、約140年ぶりに復元整備されました。
　これにより、新たに形成された加賀百万石回遊
ルートでの城下町めぐりが楽しめます。

金沢城
　鼠多門・鼠多門橋


